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近年、低速多価イオンと絶縁体表面との電荷交換によるチャージアップに起因するイオンビー

ムガイド効果 1) が注目されている。この現象は、新しいイオンビーム技術の開発のため、様々な

分野で研究されている。しかし、これまでの研究では細いキャピラリーによる集束・偏向に焦点

が当てられているため、内壁の形状や表面状態がガイド効果に与える影響は十分に理解されてい

ない。 

本研究の目的は、ガイド効果がキャピラリー以外の流路でも発現するのか、また、出射イオン

ビームの運動エネルギーが入射前のエネルギーを保持しているかどうかを検証することである。

そこで、2 枚のガラス円筒光学凹レンズと凸レンズを隙間を空けて対向させたガラス円筒面凹凸

チャネルと、凸レンズと凸レンズを対向させたガラス円筒面両凸チャネルを作製した。その 2 つ

のガラス円筒面チャネル(Cylindrical Glass Channel : CGC)に 15 keV-Ar6+イオンビームを入射し、出

射したイオンの飛行時間と共に均一な電界による変位を同時に測定し、出射 Arイオンの運動エネ

ルギーを測定した。 

Fig.1と 2は、それぞれ、ガラス円筒面両凸チャネルを入射イオンビーム軸に対してチルトさせ

た時のチルト角（θ）別に表示した出射イオンカウント数の偏向角(φ)と運動エネルギー(KED)分

布である。Ar6+イオンはすべてのチルト角で入射エネルギー15 keVを保持し、チルト角+ 3°の時、

偏向角－0.19°に偏向した。 
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Fig. 1 Deflection angle in incidence of Ar6+ 

 to the convex-convex type CGC. 
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Fig. 2 The KED in incidence of Ar6+  

to the convex-convex type CGC. 
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